
第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための基本 

一人一人の特性や違いに応じて，確かな学力をはぐくむことが求められています。特に，少 

人数による授業は，知識・技能の「習得」だけでなく，「活用」の学習においても効果が期待 

できます。そこで，少人数授業を積極的に取り入れて，きめ細かな指導をしています。 

＜中学校における少人数授業の実施状況＞ （平成２２年度 市教育計画等から） 

教科 

学年 
国語 社会 数学 理科 音楽 美術 

保健 

体育 

技術･ 

家庭 
英語 総合 実施校数 実施率（％） 

１年 １ ０ 10 ０ ０ ０ ４ ０ 6 10 18 ８１.８％ 

２年 ４ ０ 14 1 １ ０ 3 ０ 16 8 20 ９０.９％ 

３年 ３ ０ 11 ０ 2 1 ４ 0 11 7 17 ７７.３％ 

・ 小学校４０校，中学校２２校のすべての学校で少人数授業を実施しています。各学校の実情や子 

どもの実態に応じて，実施する教科や学年は異なっています。小学校低学年では，よりきめ細かな 

指導を行う目的から，１学級あたりの人数を少なくした「みえ少人数学級」「少人数加配学級」など 

の措置を行っています。そのため，少人数授業の実施率は低くなっています。 

・ 一人一人の特性や違いに応じた指導が求められており各校でその充実に努めていますが，少人数 

のよさを生かした授業を推進することやそれについての校内での共通理解が今後さらに大切です。 

今後，少人数グループによる指導をはじめ，子どもの発達段階や学習の実態に応じ，学習内 

容を確実に身に付けることができるような指導方法や指導体制の工夫改善に努めることが大切 

です。少人数授業についても，そのよさを生かした指導方法や内容等について検討を深め，よ 

り効果的な指導のあり方について，各学校への啓発を図っていきます。 

＜小学校における少人数授業の実施状況＞ （平成２２年度 市教育計画等から） 

教科 

学年 
国語 社会 算数 理科 生活 音楽 

図画 

工作 
家庭 体育 総合 

外国 

語 

実施 

校数 

実施率 

（％） 

１年 9 20 ６ ２ ４ 6 24 60.０％ 

２年 ７ １6 6 １ 2 3 18 45.０％ 

３年 6 1 28 １ 0 ２ 1 ４ 31 77.５％ 

４年 9 １ 34 1 1 1 2 3 36 90.0％ 

５年 4 １ 31 2 0 2 ３ １ ４ 2 35 87.5％ 

６年 4 １ 27 ３ 1 4 ４ １ 5 2 31 77.5％ 

重点１ 毎日の授業の充実 ３ 少 人 数 授 業 

ね ら い 

現状と課題 

今後の方向性



第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための基本 

○ めざす少人数授業のあり方 

平成 20･21･22 年度幼稚園/小・中学校教育指導方針には，次のような少人数授業のあり方を 

掲載しています。各学校ではこのようなことに留意し，少人数授業に取り組んでいます。 

・ 学習の理解度や到達度に配慮して，きめ細かな指導をする。 

・ 子ども一人一人に自分の考えをもたせ，多様な考えを引き出す。 

・ 思考力を高め，自分の考えを話し合いなどで伝え合う。 

・ 子どもたちの実態把握と教科の特性を考慮してねらいを明確化し，ねらいに応じて効果 

的なコース分けを行う。（課題や興味・関心，習熟度，機械的等） 

・ 習熟の程度に応じた授業では，子どもたちや保護者への説明を十分に行い，誤解や偏見 

を生まないよう配慮する。また，コース選択は子どもたちの希望を重視し，コースの移動 

が行えることを基本とする。 

〇 きめ細かく行き届いた指導を行うための授業時間数 

市内で実施されている多くの少人数授業は，国から配置された定数内加配教員によって行わ 

れています。また，市単独で配置した非常勤講師によるティームティーチングや少人数授業等 

が行われています。児童生徒一人一人へのきめの細かく行き届いた指導が，学校や児童生徒の 

実態に合わせて展開されています。 

＜市単独で配置した１校あたりの非常勤講師（平均）＞ ＊学校規模によって変動があります。 

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

週あたりの授業時間数 約３６時間 約３６時間 約３７時間 約３５時間 約３５時間 

配置人数 ２．２人 ２．５人 ２．６人 ２．４人 ２．５人 

○ 教員の教育力を向上させる取組（教育アドバイザーの派遣） 

各学校に配置している非常勤講 

師の指導力を向上させ，少人数授 

業の効果を一層高めるため，退職 

した学校長や教員あるいは大学教 

授等専門的知識や技能を持った人 

材を，教育アドバイザーとして各 

学校に派遣しています。 

教育アドバイザーは，定期的に 

あるいは学校の求めに応じて学校 

を訪問し，市の非常勤講師だけで 

なく，国・県の非常勤講師，常勤 

講師，正規教員に対して指導を行 

っています。 

具体的には，授業を参観するなどして，教員としての基本的な知識や指導技術を中心に， 

個々の教師の実態に応じて指導力を向上させる助言を行っています。 

校内での研修の充実や若手教員の増加に伴い，派遣の要望は高まっています。 

主な取組状況 
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